
ファイリング用品

アルバム

つづりひも 【判断の基準】
●次のいずれかの要件を満たすこと。
{主要材料が紙の場合にあっては、原料として使用した古紙パルプの重
量が製品全体重量の70％以上であること。また、紙の原料にバージン
パルプが使用される場合にあっては、その原料の原木は、伐採に当たっ
て、原木の生産された国又は地域における森林に関する法令に照らし
て手続が適切になされたものであること。ただし、間伐材により製造
されたバージンパルプ及び合板・製材工場から発生する端材、林地残
材・小径木等の再生資源により製造されたバージンパルプには適用し
ない。

|主要材料がプラスチックの場合にあっては、再生プラスチックが製品
全体重量の70％以上使用されていること。ただし、ポストコンシュー
マ材料からなる再生プラスチックにあっては、製品全体重量の60％以
上使用されていること。

}上記{又は|以外の場合にあっては、文具類共通の判断の基準を満た
すこと。

【配慮事項】
〇バージンパルプが使用される場合にあっては、その原料の原木は持続可
能な森林経営が営まれている森林から産出されたものであること。ただ
し、間伐材により製造されたバージンパルプ及び合板・製材工場から発
生する端材、林地残材・小径木等の再生資源により製造されたバージン
パルプには適用しない。

カードケース

事務用封筒（紙製） 【判断の基準】
●古紙パルプ配合率40％以上であること。また、紙の原料にバージンパル
プが使用される場合にあっては、その原料の原木は、伐採に当たって、
原木の生産された国又は地域における森林に関する法令に照らして手続
が適切になされたものであること。ただし、間伐材により製造されたバー
ジンパルプ及び合板・製材工場から発生する端材、林地残材・小径木等
の再生資源により製造されたバージンパルプには適用しない。
【配慮事項】
〇バージンパルプが使用される場合にあっては、その原料の原木は持続可
能な森林経営が営まれている森林から産出されたものであること。ただ
し、間伐材により製造されたバージンパルプ及び合板・製材工場から発
生する端材、林地残材・小径木等の再生資源により製造されたバージン
パルプには適用しない。

窓付き封筒（紙製） 【判断の基準】
●古紙パルプ配合率40％以上であること。また、紙の原料にバージンパル
プが使用される場合にあっては、その原料の原木は、伐採に当たって、
原木の生産された国又は地域における森林に関する法令に照らして手続
が適切になされたものであること。ただし、間伐材により製造されたバー
ジンパルプ及び合板・製材工場から発生する端材、林地残材・小径木等
の再生資源により製造されたバージンパルプには適用しない。〔窓部分に
紙を使用している場合は、古紙パルプ配合率の判断の基準を窓部分には
適用しない。〕
●窓部分にプラスチック製フィルムを使用している場合は、窓フィルムに
ついては再生プラスチックがプラスチック重量の40％以上使用されてい
ること、又は植物を原料とするプラスチックであって環境負荷低減効果
が確認されたものが使用されていること。

パンチラベル 【配慮事項】
〇粘着剤が水又は弱アルカリ水溶液中で、溶解又は細かく分散するもので
あり、樹脂ラミネート加工がされていないこと。

タックラベル 【判断の基準】

インデックス
●主要材料が紙の場合にあっては、原料として使用した古紙パルプの重量
が製品全体重量の70％以上であること（粘着部分を除く。）。また、紙の
原料にバージンパルプが使用される場合にあっては、その原料の原木は、
伐採に当たって、原木の生産された国又は地域における森林に関する法
令に照らして手続が適切になされたものであること。ただし、間伐材に
より製造されたバージンパルプ及び合板・製材工場から発生する端材、
林地残材・小径木等の再生資源により製造されたバージンパルプには適
用しない。それ以外の場合にあっては、文具類共通の判断の基準を満た
すこと。

付箋紙

【配慮事項】
{バージンパルプが使用される場合にあっては、その原料の原木は持続可
能な森林経営が営まれている森林から産出されたものであること。ただ
し、間伐材により製造されたバージンパルプ及び合板・製材工場から発
生する端材、林地残材・小径木等の再生資源により製造されたバージン
パルプには適用しない。

|粘着剤が水又は弱アルカリ水溶液中で、溶解又は細かく分散するもので
あり、樹脂ラミネート加工がされていないこと。

付箋フィルム 【配慮事項】
〇粘着剤が水又は弱アルカリ水溶液中で、溶解又は細かく分散するもので
あること。

黒板拭き

ホワイトボード用
イレーザー

額縁

【配慮事項】
〇バージンパルプが使用される場合にあっては、その原料の原木は持続可
能な森林経営が営まれている森林から産出されたものであること。ただ
し、間伐材により製造されたバージンパルプ及び合板・製材工場から発
生する端材、林地残材・小径木等の再生資源により製造されたバージン
パルプには適用しない。

けい紙 【判断の基準】

起案用紙
●古紙パルプ配合率70％以上であること。また、紙の原料にバージンパル
プが使用される場合にあっては、その原料の原木は、伐採に当たって、
原木の生産された国又は地域における森林に関する法令に照らして手続
が適切になされたものであること。ただし、間伐材により製造されたバー
ジンパルプ及び合板・製材工場から発生する端材、林地残材・小径木等
の再生資源により製造されたバージンパルプには適用しない。

ノート

●塗工されているものについては塗工量が両面で30ｇ／fl以下であり、塗
工されていないものについては白色度が70％程度以下であること。
【配慮事項】
〇バージンパルプが使用される場合にあっては、その原料の原木は持続可
能な森林経営が営まれている森林から産出されたものであること。ただ
し、間伐材により製造されたバージンパルプ及び合板・製材工場から発
生する端材、林地残材・小径木等の再生資源により製造されたバージン
パルプには適用しない。
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